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第１６回定例会議事日程 

 

１ 日  時    令和６年１月２７日（土）午後２時 

２ 場  所    八王子市役所 事務棟８階 ８０１会議室 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第４４号議案 令和５年度２月補正予算の調製依頼について 

４ 協議事項 

・卒業式及び入学式の「お祝いのことば」について     （教育指導課） 

５ 報告事項 

・市立小・中学校における学校外プールの活用について （地域教育推進課） 

・令和５年度八王子市学校保健会被表彰校の決定について (教育指導課) 

・令和５年度東京都教育委員会表彰（健康づくり功労）被表彰校の決定につい

て (教育指導課) 

・令和５年度全国健康づくり推進学校被表彰校の決定について (教育指導課) 

・令和５年度（２０２３年度）における不登校総合対策「つながるプラン」の

進捗状況について (教育指導課) 

・八王子市の部活動改革に向けた取組について(教育指導課・生涯学習政策課) 

・令和５年度(２０２３年度)青少年海外交流事業の実施結果について 

                            (学習支援課) 

・令和６年二十歳を祝う会の実施結果について (学習支援課) 

・「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」の実施状況について (文化財課) 

                                      

 

    出席者 
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      生涯学習スポーツ部長      平 塚 裕 之 

      生涯学習スポーツ部スポーツ担当部長      志 萱 龍一郎 

      日本遺産推進担当課長      秋 山 和 英 

      生 涯 学 習 政 策 課 長      鶴 田 徳 昭 

      放 課 後 児 童 支 援 課 長      倉 田 直 子 
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      教 育 指 導 課 指 導 主 事      上 野 仁 弥 

      教 育 指 導 課 指 導 主 事      山 崎 晃 司 

      教 育 指 導 課 指 導 主 事      安 東 奈 々 

      学 習 支 援 課 主 査      高 木 健 治 

      学 習 支 援 課 主 査      西 野 堅一郎 
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【午後２時００分開会】 

○安間教育長  大変お待たせをいたしました。本日の出席は５名でございますので、本

日の委員会は有効に成立いたしました。 

    これより令和５年度第１６回定例会を開会いたします。 

    初めに、本日の議事録署名委員の指名をいたします。本日の議事録署名委員は、

伊東哲委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

    本日の議事でございますが、会議時間短縮のため、報告事項「令和５年度八王子

市学校保健会被表彰校の決定について」、「令和５年度東京都教育委員会表彰（健康

づくり功労）被表彰校の決定について」及び「令和５年度全国健康づくり推進学校

被表彰校の決定について」は、資料配付のみの報告といたしたいと思います。 

    なお、第４４号議案はいまだ意思形成過程のため、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第１４条第７項及び第８項の規定により、非公開といたしたいと思い

ますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  御異議ないものと認めます。 

    それでは、議事を進行いたします。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  協議事項となります。 

    卒業式及び入学式の「お祝いのことば」について、を議題に供します。本件につ

いて、教育指導課から説明願います。 

○鴨狩統括指導主事  それでは、卒業式及び入学式の「お祝いのことば」につきまして、

御協議をお願いいたします。 

    詳細につきましては、安東指導主事より御説明をさせていただきます。 

○安東教育指導課指導主事  協議事項資料、卒業式及び入学式の「お祝いのことば」に

ついて、を御覧ください。 

    趣旨は、教育委員会として児童・生徒の卒業、入学を祝い、新たな生活に向けた

心構えなど、児童・生徒や関係者に向けて祝辞を述べるため、その内容について協

議していただくものです。 

    卒業式は、小学校、中学校、高尾山学園、第五中学校夜間学級、いずみの森義務
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教育学校の５種類、入学式は、小学校、中学校、加住小・中学校、館小・中学校、

いずみの森義務教育学校の５種類、計１０種類を案文としてお示しさせていただき

ます。 

    卒業式の言葉の内容につきまして、教育委員会として児童・生徒に伝えたい思い

や願いは、次の３点となります。 

    １点目は、コロナ前の日常が戻ってきた令和５年度の出来事に触れ、身近な人や

日常が自分にとってかけがえのない存在であることに改めて気づいてほしいという

こと。 

    ２点目は、児童・生徒が卒業後、新たな道を歩んでいくことと本市のブランドメ

ッセージである「あなたのみちを、あるけるまち。八王子」を関連させ、迷いや困

難があっても、周囲の助けを得ながら自分らしく力強く歩んでいってほしいという

こと。 

    ３点目は、保護者の方へ、新型コロナウイルス感染症の影響下の中、実施された

学校教育に御理解・御協力いただいたことへの感謝と、卒業後の子どもたちの温か

い見守りについてのお願い。 

    以上の３点を中心に構成しました。 

    次に、入学式の言葉の内容としては、八王子市小中一貫教育に関する基本方針が、

令和５年４月に改定したことを受け、改めて本市の教育は義務教育修了後を見据え

て行っていることや、令和６年度はさらに小・中学校が合同で教育活動を推進して

いくこと、家庭や地域にも子どもたちの教育に主体的に関わっていただきたいこと

を伝える内容にしています。加えて、昨年度に引き続き、家庭で子どもと一緒に過

ごす時間を大切にし、「子ども見守りシート」を活用して、学校と連携していただき

たいとお願いをしています。 

    また、令和４年度のお祝いの言葉から変更した点が２点あります。 

    １点目は、卒業式、入学式ともに、学校運営協議会を初めとする地域の方々へ向

けた感謝とお願いの言葉を追加しました。 

    ２点目は、入学式の言葉において、子どもたちへ向けたメッセージが主となるよ

うに、保護者へ向けた話で終わらないようにしました。具体的には、小学校は保護

者への話に切り替わる前に予告し、終わった後には静かに聞いてくれたことを認め、
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励ます言葉を追加しました。中学校は「子ども見守りシート」のお願いを、中学生

と保護者の方、双方に向けた説明メッセージとなるようにしました。 

    さらに、卒業式、入学式ともに、小学校と中学校で言葉を変え、発達段階に合わ

せた表現にし、高尾山学園、第五中学校夜間学級、加住小・中学校、館小・中学校、

いずみの森義務教育学校については各学校の特色と、通っている児童・生徒の事情

を鑑み、具体的な思い出が想起できる内容としております。 

    説明は以上となります。 

○安間教育長  只今、説明は終わりました。 

    それではまず本件について、教育指導課のほうに質問があればお伺いしたいと思

います。いかがでしょうか。 

○伊東委員  御説明ありがとうございました。拝見させていただきまして、２か所気に

なったところがあります。１か所は、小学校の卒業式の３段落目、「皆さん、今日ま

で過ごした」云々と書いてある段落がありますが、そこで、「いつも寄り添い、支え

てくれた保護者」と言っているのですが、これは壇上から「保護者」となかなか言

えないですよね。「保護者の方々」というのか、それとも「御家族の皆様」など、そ

のような言い方でないと恐ろしくて、聴衆を前にしてですね、「保護者」というよう

なことは言いづらいかと思います。 

    それから、その前の段落、日本遺産の話を持ってくることは大切だと思うのです

が、冒頭の２行の後すぐに日本遺産の話が来てしまって、その後に「皆さん、振り

返ってみてください」とは、続かないような気がするのですね。ですから、「今日の

日を迎えられたことを大変うれしく思います。皆さん、今日までの生活を振り返っ

てみてください」というようにもってきて、日本遺産の話は当然どこかでしたほう

が良いのでしょうけれども、それをどこかに移動できないのかどうか、そのように

しないと文章的に続かないのではないかと、全体的にはそのような感じがしました。 

    以上です。 

○安間教育長  御意見をいただきました。 

    質問や御意見でも結構でもございますので、御発言がございましたら。 

    特に御質問等ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○安間教育長  そうしましたら、ここから協議に入りたいと思います。この件に関する

各教育委員の御意見をいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○保坂委員  色々なことが盛り込まれて、伝えたいことが沢山あることはよく伝わるの

ですが、「あいさつは短いほど良い」と言われています。少々全体として長すぎない

かというのが一番の感想になります。 

    あとは、保護者に向かってよりも、直接言葉で児童・生徒に問いかけるような内

容が多くて、それに関してはよかったと思っています。 

○安間教育長  ほかに御意見等ございますか。 

○守屋委員  御説明ありがとうございます。 

    今、保坂委員がおっしゃったように、保護者と子どもに対しての言葉の入り口を

しっかりしていただいたことで分かりやすいというところと、あと初めの御説明に

ありましたように、地域や学校運営協議会へ向けて、八王子市が一緒に行なってい

るということがとても明確で、そこは良かったかと思います。八王子市が行なって

いる、例えば小学校のところのいえいくなども、ずっと子どもを見ていてすごく分

かるのですが、例えばリーフレットを手元に置いて説明すると分かりやすかったり

するのですけれども、これを言葉だけで伝えた時に、どこまで保護者へ伝わるのか

というのが、せっかく良いことを言っていても、やはり伝わらなければ、少し長い

だけになってしまうのかというように考えてもしまうので、確かにここを伝えたい

のはとても山々なのですが、少しそこをやはり１回叩いていただけるとうれしいと

いうのが１つ。 

    あと、お願いになってしまうかと思うのですが、卒業式や入学式の言葉にとても

熱を入れて一生懸命考えていただいて、これを実際に読まれる方、おそらく壇上で

とても緊張されて皆様読んでいただくと思うのですが、これ、なかなか熱が伝わり

にくい。この式の中でお祝いのことばという形式になっていて、なかなか一生懸命

ここまで考えた部分が、ただ流れてしまう。せっかく代読をしていただく課長さん

や部長さんなどのたくさんの方に熱を込めて伝えてほしいということを、一生懸命

に考えて作ってくれた言葉なので、ぜひお願いする時に、そこをよろしくお伝えく

ださい。ありがとうございます。 

○安間教育長  確認なのですが、数年前からリーフレットと「子ども見守りシート」は
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卒業式・入学式に一緒に配られるようになっていますよね。 

○安東教育指導課指導主事  配るようになっておりますし、今年度も確認いたします。 

○安間教育長  お願いします。 

    他に御意見等ございますか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、今出た御意見のほうで、恐らく日本遺産の話というのを「こ

のようなこともありましたよね」というくらいに削って、つなぎをね、伊東委員か

ら御指摘があったようなのを入れると良いのではないでしょうか。只今の協議をも

とに工夫していただきたいと思いますが、末尾のほうにある、入学式の「これから

始まる」、卒業式の「これまで」という言葉は、小中一貫校と義務教育学校に関して

は、「義務教育の９年間」という言葉で統一をしてください。それから御説明の中に

入るのかと思っていましたけれども、中学校のところに「小学校で」と書いたりし

ているので、これは確実に訂正をしていただきたい。 

    今日の協議を基に、より改良してもらいたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

    それでは、以上の協議を踏まえて、今後の事務を進めてください。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続いて報告事項となります。教育指導課及び生涯学習政策課から報告願

います。 

○鴨狩統括指導主事  それでは、八王子市の部活動改革に向けた取組につきまして、報

告をさせていただきます。前のほうにスライドの画面を用意しておりますので、そ

ちらを御覧いただければと思います。 

    初めに生涯学習政策課の鶴田課長、その後私より順次報告をさせていただきます。 

    それではまず初めに、画面で示したとおり、令和５年度から令和６年にかけまし

て、本市が取り組んできた部活動改革に向けた会議や、小・中校長会へ説明を行な

ってきた流れを示させていただいております。令和５年度、そして令和６年には、

それぞれの検討会議や説明を実施したところでございます。 

○鶴田生涯学習政策課長  では３ページを御覧ください。これまでの検討状況です。学
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校部活動と地域活動の現状についてです。 

    これまでの検討では、現状、学校部活動や地域団体の多様な活動は、図にありま

すように、それぞれの成果や課題がありますが、両者は独立して活動していること

から、別個のものとして捉えられています。子ども・生徒を主体として考えれば、

両者の連携を図ることで生徒の様々なニーズに寄り添った多様な活動機会を創出す

ることができるといった議論をしてまいりました。次のスライドをお願いします。 

    令和６年度以降の方向性についてです。これまで様々な場面で議論をしてまいり

ましたが、キーワードは今後の方向性として、子どもの選択肢の拡大と生涯学習、

生涯スポーツの活性化ということになります。国の部活動の地域移行という方針か

ら始まった議論ではありますが、どうしても移行という言葉を用いると、今の学校

部活動の内容がそのまま地域のどなたかに引き継がれるという印象を与えがちです。

本市では、部活動の地域移行という言葉にとらわれず、画面の下の図にありますよ

うに、持続可能な部活動と地域活動に参加しやすい環境づくりを連携させ、各学校

で適正規模の部活動へ再編していくこと。そして、地域活動を見える化し、子ども

たちがアクセスしやすいようにすること。そして、学校と地域が連携して実施する

イベントなど、両者の橋渡しのプログラムなどを入れることによって、子どもに多

様な選択肢を示し、学校、地域全体で生涯にわたるスポーツや文化芸術活動を支援

していこう、このような方針を議論してまいりました。 

○鴨狩統括指導主事  それでは、次の画面になりますが、令和５年度から休日の学校部

活動に関するモデル事業による効果検証について御説明させていただきます。 

    八王子市では、これまで広域部活動拠点校方式を他の自治体に先駆けて実施して

まいりました。令和５年度からは、八王子市立宮上中学校、上柚木中学校、鑓水中

学校の３校で開設されている学校部活動で、共通している部活動を休日にそれぞれ

の拠点校に集まりまして、合同で練習などを行うモデル事業を実施してまいりまし

た。指導につきましては、専門的な指導や大会の引率等ができる外部顧問である部

活動指導員が行いまして、顧問の先生はお休みをいただくこととしております。 

    次のスライドになりますが、こちらの画面は、モデル事業を実施している現在の

状況と今後の取組、成果や課題をまとめたものとなっております。宮上中学校を拠

点として活動予定だった男子バスケットボール部につきましては、指導する外部顧



 １０

問である部活動指導員の人材がなかなか見つからなかったことから、現在までは合

同での実施は見合わせておりまして、単体での実施とさせていただいております。

バスケットボールの部活動指導員につきましては、他の区市でも需要が非常に高く、

人材不足となっていることが原因となっております。 

    それでは成果でございます。成果につきまして、まず生徒はバリエーションに富

んだ練習メニューなどを含めて、専門的な指導を受けられております。また、顧問

の先生につきましては、教材研究の時間などの確保や、休日にお休みができるとな

ったことから、家事や育児、そして仕事の両立が現在図られております。部活動指

導員は、平日の教員による部活動指導の補完をしていただいております。課題とな

るのは、合同となりますと、生徒数がやはり多くなりまして、練習を行う施設など

の不足や、部活動指導員１人の指導では、細部まで指導が行き届かなくなるなどの

課題も見られております。こちらの課題を解決するために、次年度も継続して学校

間と連携を取って実施をしてまいりたいと思います。 

○鶴田生涯学習政策課長  では、７ページを御覧ください。 

    先ほど４ページの図で示しました、地域活動の見える化の取組状況です。現在、

生涯学習スポーツ部において、八王子市スポーツ協会、八王子市文化連盟、八王子

市レクリエーション協会などの各団体に、本市の方向性検討会等を通じて説明いた

しまして、地域の活動団体の情報を集約し、新年度に入ってくる子どもたちに部活

動とはまた別の新しい選択肢として示すよう、準備を進めています。画面の図にあ

りますシートは、先行自治体における地域団体情報の紹介例です。本市においても

これに近いイメージで、団体の活動内容、場所、スケジュール、費用などの情報を

発信してまいりたいと、準備を進めております。 

    次のスライドを御覧ください。 

    地域活動の新展開事例でございます。こちらは地域で８年間にわたり活動してき

た児童合唱団、「みなみ野キッズシンガーズ」が地域の企業等の後援を得て、全市的

な児童合唱団「はちおうじキッズシンガーズ」として１月より活動を始めようと準

備をしており、その団員募集のチラシなどの案でございます。このように、地域の

方々の取組も始まっております。こうした情報も、学校部活動に限らない子どもの

多様な選択肢の１つとして、学校、児童・生徒、保護者へと発信をしてまいります。 
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○鴨狩統括指導主事  では、次のスライドでございます。 

    こちらは、八王子市の部活動改革を、保護者や学校運営協議会等へ説明するため

のリーフレットの一部でございます。こちらのリーフレットにつきましては、令和

６年１月から３月までに、１号から３号まで発行させていただきまして、教育委員

会事務局がオンデマンドで説明をするなどの配信をする予定となっております。 

    次のスライドでございます。こちらは中学校校長会から要望を受け作成した、教

職員用の説明資料となっております。令和６年度に、市立中学校で具体的に取り組

む内容を示しております。こちらは教職員や学校運営協議会等へオンデマンドで教

育委員会事務局が説明をいたします。令和６年度は、各学校の取組の進捗を把握し

まして、令和７年度に向けた具体的な取組を作成いたします。あわせて、現在の部

活動のガイドラインを、国や東京都が新たに示したガイドラインを踏まえまして、

本市の部活動改革に即したガイドラインに今後改定していく予定となっております。 

    次のスライドを御覧ください。こちらは、学校に説明をさせていただいた後に、

この方針を受けた市立学校の取組ということで御紹介いたします。こちらは恩方中

学校の例でございます。恩方中学校は生徒数の減少に伴いまして、現在ある９つの

部活動をスライドで示すようなスケジュールで再編をしていきます。まず、現在精

力的に活動しており、大会等で実績もある陸上競技部と吹奏楽部を特色ある部活動

と位置づけまして、継続して活動を行います。ただし、長期的な視点に立って部活

動運営をしていくために、陸上競技部では競技種目を精選して、指導者が指導しや

すい環境を整えていきます。 

    サッカー部、女子ソフトボール部、女子バスケットボール部です。これらの競技

は集団種目であるため、生徒数の減少が続く中で維持継続が難しいことから、令和

６年９月をめどに恩方アウトドアスポーツ部へと移行いたします。恩方アウトドア

スポーツ部とは、生徒の興味関心に合わせまして、フットサルやキャッチボール、

バスケットボールの３ｏｎ３などを日替わりで行う部活動になります。顧問は４、

５名の教員がローテーションの持ち回りで行います。令和６年度の前期は、各部活

動の活動は継続していくものの、３年生が引退した後は、大会への参加は見送るな

ど、活動を段階的に縮小していく予定となっております。 

    同様に美術部とクラフト部では、恩方カルチャー部に移行いたします。ここでは
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手芸や工芸、プラモデル、美術、釣り、農業体験、地域行事への参加など、日替わ

りや季節に合わせた幅広い活動を地域人材と合同で行ってまいります。顧問は２、

３名の教員がローテーションで行うということでございます。 

    ソフトテニス部につきましては、現在恩方テニスクラブが運営をしまして、部活

動指導員、こちらが配置されておりますので、今後も継続して活動を行う予定です。 

    バトミントン部ですが、令和６年度の半ば以降に準備が整い次第、地域クラブに

運営を任せていく予定になっております。地域の指導者が恩方中学校に来まして御

指導いただくとともに、休日には生徒が地域クラブの活動に参加することを予定し

ております。学校の施設を活用して地域活動を行い、そこに生徒が参加するという

イメージです。 

    これらの取組は、学校運営協議会に相談・連携いたしまして、必要なプロセスを

経て、小学校６年生対象の新入生説明会や保護者説明会及び部活動保護者説明会等

で状況を説明いたしまして、保護者や生徒の理解を得た上で進められております。 

    また、紹介になりますが、スライドにはありませんけれども、みなみ野小・中学

校や中山中学校では、現在全教員にアンケートを実施しまして、それをもとに、全

校に設置する４つのカテゴリーの部活動や特色ある部活動として、どの部活動を位

置づけていくのかを検討しております。また横山中学校や陵南中学校では、バレー

ボール部とサッカー部を令和６年度より合同実施する方向で調整が進んでおります。

陵南中学校にはサッカー部が設置されていないので、横山中学校と合同で実施する

ことで、サッカーをやりたい陵南中学校の生徒のニーズを組み取ることができます。

一方、横山中学校としても、サッカー部の部員数が少なく練習が難しい状況を、陵

南中学校と合同で実施することで改善することができると聞いております。 

    最後のスライドとなります。こちらは今後の取組について、国が示す改革推進期

間を踏まえた本市のスケジュールとなっております。学校部活動の地域連携の今後

の拡充と、生徒が地域活動に参加しやすい環境実現のために、地域活動団体の見え

る化の取組の推進を今後も継続して進めていきたいと考えております。 

    説明は以上となります。 

○安間教育長  只今、説明は終わりました。 

    それでは、御意見、また御質疑、御要望等ございましたらお伺いいたします。い
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かがでしょうか。 

○伊東委員  御説明ありがとうございました。 

    大分、部活動改革のアンケートや、進捗状況というのはできてきたのではないか

と思うのですけども、これはこれで本当に重要な進捗状況のチェックではないかと

思いますが、その中で２点ほど、質問といいますか要望なのですけれども、これは

令和７年度までの計画になっていますが、子どもたちの部活動の改革というものの

最終ゴールというのは一体どこに置かれているのか、まだまだ先は長いのかもしれ

ませんが、最終的にはどのような状態になっていることが部活動改革の完了と、八

王子市は考えているのかということを、１つ考えておかなければならないのではな

いかというのが１点。それから今、運営側サイドの可視化のようなものはできてい

るのですが、各学校の子どもたちの部活動は一体どのようになっているのか、生徒

の立場から見た時に部活動はどのような参加の形なのか、あるいは場所はどこで行

うのか、指導者は誰が行っているのかなど、そのようなことが学校単位で明らかに

なっていかないと、本当の意味でそれぞれの学校の子どもたちの部活動がサスティ

ナブルに、持続可能なものになっているのかどうか、検証ができないのではないか

と思います。その辺りについて、今後の見通しはどのようになっているのかをお伺

いしたいと思います。 

○鶴田生涯学習政策課長  １番目のお尋ねについて、御説明します。 

    現在検討会では、部活動そのものに関して改革推進期間終了後に、例えば他市の

ようにもう全廃を目指しているのか、あるいは継続するのかといった、そこまでの

議論は行っていないというのが現状です。ただ、子どもの視点に立ちますと、やは

り生徒数の減少も、これはもう人口予測等で見えておりまして、そのようなことを

考えて、学校の中での選択肢が狭まっていくといったことに対して、強引に地域の

ほうに誘導するといった考え方ではなく、現在４ページの図で示しましたように、

学校の中にも選択肢、そして地域の中にも選択肢を、この図自体、大きく黄色で囲

っておりますが、この選択肢全体の中で子どもたちの体験機会を保障していく、子

どもの放課後活動の選択肢をいかに今後とも保障していくか、このような論点で議

論をしております。そのための地域活動団体への調査協力依頼等を踏まえての選択

肢の見える化、これを進めているという形になります。 
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○鴨狩統括指導主事  では、２点目の運営に関する課題も含めてお話させていただきま

す。やはり伊東委員がおっしゃられたように、実は３校のモデルを御紹介いたしま

したが、ここには新規の部活動指導員の方や、顧問が新たに変わったというような

学校もございまして、やはりまず初めに、時間をかけて３校の校長先生と教育委員

会事務局が入りまして、どの部活動でどのような状況なのかという把握をさせてい

ただいた中で、必要な指導の内容などを協議させていただきました。こちらは、数

回実施をしております。その上で、実際に部活動指導員の募集を行ったり、あるい

は顧問の先生同士が３校集まりまして、部活動の内容などの検討をしてきたところ

になります。やはり、こういった各学校の現状や、また先生方の中にも部活動を熱

心にやりたいという先生もいらっしゃいますので、そういった中で、１００％の回

答は得られないのですけれども、とにかくきちっと話合いを持っていく時間はやは

り必要になってくるだろうと思います。やはり各学校の中でボトムアップをしてい

ただいて、先ほど御紹介いただいたような横山中学校や陵南中学校のように、各学

校でも話合いが進んでいるような現状もあります。 

    あとは、今八王子だけが部活動改革をしているわけではなく、他の区市町村もこ

の改革推進期間の中で、部活動指導員も含めて幅広く募集をしている中で、やはり

人材の確保というところは非常に大きな課題となっております。ただ本市では、大

学が２１以上ございますし、いろんな企業の実際のクラブ活動などもございますの

で、そのようなところも含めて一緒に考えていきながら、指導者の確保には努めて

いきたいと考えております。 

○安間教育長  よろしゅうございますか。 

    ほかにございましょうか。 

○柴田委員  御説明ありがとうございました。 

    本市の部活動改革がとても進んでいる様子がよく分かりました。学校教育部と生

涯学習スポーツ部が一体となって、この改革を行おうとして、保護者の皆様へは、

各学校が発信しようとしているということは、地域で地域の子どもを育てるという

ことにもつながると思いますので、今後の推進に期待をしているところです。 

    内容に関しまして、例えば特色ある部活動で一定のニーズのある、例えば文化部

のコンクール志向のところであるとか、スポーツの大会志向というようなところは、
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その特色はしっかり堅持しつつ、少子化のために実施が難しい競技を子どもたちに

しっかり提供できるような工夫や地域との連携といった、いろんな側面からの改革

であるというように受け取りました。こういった他校と合同で部活動を行うという

ことは子どもたちにとっても、いつも固定化された人間関係の中で放課後過ごすと

いうのではなくて、いろんな生徒同士の交流が図られるという意味では、子どもた

ちの育ちといった面で、とても良いのではないかと思います。 

    今、地域活動の見える化を進めているということですけれども、地域の方々の生

涯学習活動と部活動との連携を図ることで、地域の活性化が図られるというところ

に期待をしておりますが、やはり子どもと関わる地域の方たちに対して、一定の人

材保障というのですかね、子どもに対する態度の共通理解と言いますか、研修とま

ではいかないのですけれども、子どもに対して発する適切な言葉や態度といったこ

とについては、しっかりと保障をしていただきたいというのが要望の１つです。 

    それから、先ほど人材確保という課題を伺いました。部活動指導員についてもそ

うですが、例えばＴＥＰＲＯが行っているような人材バンクなども活用しながら、

広く対応していくことを要望したいと思います。 

    以上です。 

○安間教育長  ありがとうございます。 

    ほかにございましょうか。 

○保坂委員  御説明ありがとうございました。 

    ２つ気になる点がございまして、１つは地域の団体、地域の活動に参加する場合

の費用はどのように、例えば保護者が負担する必要があるのかというところが１つ。 

    それからもう１つは、その場その場で子どもたちの意見というのは反映されてい

ければよいのだと思うのですけれども、全体として部活動の形が変わっていくこと

に関して、子どもたちの意見が必ずすくい上げられるようなシステムは、必要はな

いのだろうかということが気になりまして、質問をさせていただきました。 

○安間教育長  いかがですか。 

○鶴田生涯学習政策課長  まず、地域で活動する場合の費用ですが、これは今でも部活

動に属さず、あるいは部活動と重複して地域活動に参加しているお子さんはいらっ

しゃいますが、こちらはやはり団体のほうで運営可能な範囲の会費あるいは保険料
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などに関しては、生徒や保護者のほうが負担するということを想定しております。

また、子どもの意見の部分についてですけれども、昨年、東京都で八王子の中学校

２年生やその保護者も含む部活動の地域移行に関するアンケートが実施されており

まして、残念ながら本日時点では、まだ東京都のほうは公表を控えるようにとなっ

ておりますが、このアンケートの結果につきましても、全員が一斉に、私たちはも

う地域活動で大丈夫です、あるいは部活動でなければ嫌ですといった形にはならな

い傾向というのは既に先行調査でも出ております。やはり子どものニーズというの

は多様ですので、であるからこそ八王子市は直ちに部活動全体とかあるいは一斉に

地域クラブ化といった形ではなく、４ページの図にありますように、あくまでも子

どもの多様な選択肢、それぞれの子どものニーズに合わせた選択ができ、それを学

校と地域全体で確保していくと、そういった形の方向性で議論をしていくと、その

ように準備をしているところでございます。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

○守屋委員  御説明ありがとうございました。 

    前回の説明からとても視覚的にも進んでいるような印象がすごくあります。現状

についても課題と今後の取組についてなどもしっかりと見ているという形もありま

すし、学校の説明についても色々としっかり見えるようにしていただいたのですが、

反対に、例えば恩方中学校の今の取組について見せていただくと、何か一気に、し

っかりと進んでいる印象がすごく強くて、八王子市にはたくさん中学校があるので、

横並びではないというのはもちろん分かっているのですが、実際には、どこの学校

も例えばこのように学運協を中心に進められているわけではないと思うのですね。

この表を見ると、令和６年度４月の特色ある部活動はそのまま変更なく大丈夫です

が、令和６年度９月には大部分の部活が移行できそうな、そのようなイメージにな

っているのですが、ほかの学校も同じように準備が実際できているのか、また反対

にできていないのであれば、もう来年度中に完全に形にしなければいけないという

ことで、校長先生方も準備が間に合うのかという、まず学校側の負担がどのくらい

あるのか、どうしても急に進んだようなイメージが見受けられたので、今どのよう

な状況か、教えていただきたいです。お願いいたします。 

○鴨狩統括指導主事  今、御説明させていただいた学校の取組については、どんどん先
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行して実施をしていただいているところになります。その基となるのが、本市の教

育委員会の事務局で説明をさせていただいた方向性も含めて、取組の具体例につい

ても示させていただいたところもあります。ただ、学校といたしましては、これは

令和４年度の調査なのですが、部活動を一番多く抱えている学校で２２あります。

一番少ない学校で５つです。やはり学校間でも４倍の幅がありますので、部活動の

開設数が多かったり、生徒の数が多い学校もありますので、そういったところは一

気に、令和６年度には、すぐに全部はできないと思います。ですから、学校の実態

に応じて、段階的に改革推進期間も含めて、その後の令和８年度以降についても順

次学校の中で再編をしていただくという方向でお話をさせていただいております。 

    これまでも学校の先生には、部活動の指導について本当に熱心にやっていただい

ているというところも踏まえ、学校の声や校長会も含めてたくさん御意見をいただ

いたり、御不安をいただいたりしました。やはり一番多かったのは部活動改革をし

ていく必要があるということは分かっているけれども、先が見通せないというよう

な声もありましたので、こういった学校がまず令和６年度にこのようなところから

取り組めるといったことも含めてお示しをさせていただいております。結果、指導

主事が学校に聞き取りをさせていただいた時に、我々が想定している以上に学校も

工夫をされて、何とか取組をされているというところがあります。我々もしっかり

と耳を傾けて、誠心誠意一緒に伴走型の支援をさせていただきたいと思います。 

    また地域のほうも、非常に御理解がありまして、今まで部活動は部活動、地域活

動は地域活動というように独立しているように思われていましたが、市の考え方も

しっかりと理解をしていただきまして、今、御協力をいただき始めているところで

ございますので、一朝一夕にはできないと思いますが、ぜひ学校としては焦らず丁

寧に対応していただきたいということは併せて伝えていきたいと思います。 

    以上です。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは私のほうから２点ほど、事務局のほうに注文といいますか、要望

させてください。今日、中学校の校長会長もいらっしゃっていますけれども、２年前



 １８

ぐらいから学校には言って、もう本当に中学校はこの２年間、一生懸命御検討いただ

いていると思います。もちろん温度差はありますけども。ただ、完成を、都のほうも

国のほうも、令和７年度と言っているので、どう考えても来年度の入学生から何とか

しなければいけないというギリギリのラインになったので、かなり中学校のほうは加

速して御準備をしていただいているということで、本当にありがたいと思います。 

    目指す姿は、４ページにある図です。これは運営側の者から見た図ではありますが、

将来的にはこのような形になることが、八王子市のこの課外活動の目指す姿なのだろ

うと。そうするならば、２点ほど積極的に御検討いただきたい。 

    まず、この４ページの図を子ども側から見た形に変える、というのはどういったこ

とかというと、子どもたちが入学前にタブレットやＷＥＢなどでも良いですが、それ

を見て、「自分がやりたいものはどこにあるのかな」と検索できるようなもの、その視

点が必要で、誰がやっているかではなくてね。「自分は何をやりたい」と検索できるよ

うなものが必要だろうと思います。これはぜひ御検討いただきたい。いわゆるメニュ

ー表みたいなものがあって、子どもたちの手元に届いて、「自分はこの中から何をやろ

うかな」と、このように選べるようなものですね。かつてのイメージとは違うのだと

いうことです。今社会人になられている方も多くいますが、例えば、「中学校の時は、

１年生の時に卓球部をやって、２年生の時は合唱部に入って、３年生になったら何を

やった」と、私はそれが当たり前だろうと思う。中学校生活ですから、何か１つに打

ち込むという子がいたとしてもそれはそれで良いのだけれども、では「自分は今、こ

れに興味があるからこれやってみたいな、ちょっとギターというのをかっこよさそう

だからやってみたいな」と言ってやってみると、私はそのような選択肢を子どもが主

体的に選べるようなメニュー作りが、これからの一番大きな課題だと思うので、ぜひ

考えていただきたいのが１点。 

    ２点目は指導者の話なのですが、やはりどうしてもお話しなどを聞いていると固定

観念があって、誰かこれを全部面倒見てくれる「人」を探して、その人に運営しても

らうというようなイメージがあるのでしょうけれども、何もその競技の指導ができて、

かなりの技術がある人で、部活動指導員をやってくれる人と固定しなくても良いので

はないですか。逆に子どもたちの面倒を見てくれる人がいたとするならば、ここは大

事なのですが、そのような指導者が月に１回、もしくは極端な話、年に１回でも２回
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でも来てくれたら良いわけで、例えばバスケット部の指導者がいないという話が出て

いましたが、面倒を見てくれる人がいれさえすれば、例えばビートレインズが公式戦

のない期間だったら、１人、２人行ってあげても良いよと言ってくれています。どん

どん来てもらってほしい。単発でも良いから、そのような人たちに来てもらうという

ことになると、そういったことをコーディネートするような人でも良いのではない

かと私は思いますのでね。部活動指導員の位置づけというのを限定的に考えないで、

その種目なり、競技なり、文化活動なりを極めた人で、なおかつ子どもたちの面倒

を見てくれる人でと、そのようにハードルを高くしていってしまうと、どんどん人

は見つからなくなってしまうけれども、「指導法はよく分からないけれど、子どもの

面倒だったら見られますよ」という方、現にこれまで中学校の先生たちがそのよう

にやってくれていたではないですか。同じようにやってもらって、その方にコーデ

ィネートしてもらって、単発でも良いから指導者を送り込む。それは我々の腕次第

で、「ちょっとやってもらえませんか」、「年に１回か２回ぐらいなら良いよ」など、

言ってくれれば、そのような方は見つかるのではないですか。 

    それと同時に、これは生涯学習政策課の大きな課題というのですかね。生涯学習

の振興と言っている以上、これからのポイントは、様々な市民向けのカルチャーク

ラブなど、そういったところで活動した人の中で、全員が全員ではないと思います

が、自分がやりたいからやっている人もいるのでしょうけれど。せっかく色々なこ

と、例えば、手芸などね、そういったことを学んだから小学校の高学年や中学生だ

ったら教えてあげたいな、というような方にね、ずっとやってくれなんて言ってし

まうからできないので、たまにで良いから来て教えてくれませんかと、そういった

方たちが生涯学習で学んだことの発揮の場にしていく。まさに目的の生涯学習、生

涯スポーツの活性化が達成できるのではないのかと。例えば、野球の指導にしても、

ずっと顧問として、コーチとしてやってくれる人というように探すから大変なので

あって、たまにプロ野球選手が来てくれたりしますでしょう、学校に。あのような

感じでも良いから、部活動のほうにも空いている時に来てもらう、そのような感じ

で枠組みが決められるではないかと思う。 

    ぜひ、今の２点。子どもたちにとって選びやすいことを目的とするのだから、選

べるような、そういった媒体をぜひ作ってもらいたいということ。もう１つ、指導
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者に関しては固定的に、先ほど言ったようにハードルを高くしないで、たまにでも

良いから来てくれる人たちをウエルカムにする。ぜひ、そのような方向で２年間か

けて、ぜひ完成させていただきたいということを要望しておきます。 

    それでは、ここまでを報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続きまして、教育指導課から報告願います。 

○狩野統括指導主事  令和５年６月に策定した不登総合対策「つながるプラン」につい

て、令和５年度における進捗状況について報告をさせていただきます。詳細につき

ましては、山崎指導主事より説明いたします。 

○山崎教育指導課指導主事  それでは、説明をさせていただきます。報告事項資料の別

紙を御覧ください。Ａ３判の資料になります。 

    令和５年６月に教育委員会定例会にて決定をした、不登校総合対策「つながるプ

ラン」では、２つの達成目標を掲げております。その１つが、学校内外で専門的な

相談・指導を受けていない人数を、今後５か年にかけてゼロ人にするというもので

す。今回、この達成目標のために、令和５年度に着手・展開した主な取組について

報告をさせていただきます。 

    令和５年度は、５か年計画の「つながるプラン」における初年度として、できる

ところから多くの取組に着手をしてまいりました。方向性として特に重点的に取り

組んだことは、「つながる場所の確保」と「つなぐ人材と仕組みの強化」でございま

す。さきに述べた目標を達成するためには、令和４年度に学校内外で専門的な相談・

指導を受けていない人数である５５２人のうち、出席と欠席を繰り返すなど学校と

のつながりが既にあり、学校での対応を強化・充実して対応するケースと、ひきこ

もり傾向にあるなど、学校だけで対応することが困難なケースの双方についてアプ

ローチする必要があります。 

    学校での対応を強化・充実して対応するケースについては、東京都の校内別室指

導支援員の配置事業を活用して、令和５年度には５校に支援員を配置するなど、校

内別室指導の充実に重点的に取り組みました。 

    具体的な効果については、事例を２つ、資料のほうに掲載をさせていただいてお

ります。御覧いただければと思います。これまでの別室指導は、いわゆる空き教室
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や教員の隙間時間で対応をしたり、養護教諭が本来業務の傍らで保健室登校に対応

したりすることが多くありました。 

    支援員を配置した学校では、教室にはなかなか入れない児童・生徒にとって、常

に通える教室といつでも対応してくれる人がいる状況を作ることができました。別

室指導を行う教室が不登校児童・生徒の確かな居場所となることで、教職員がチー

ムとして支援を継続的に行う拠点となってきております。 

    次に、学校だけで対応することが困難なケースについては、まず、ひきこもり傾

向にあるなど社会との接点が希薄になっている子どもにとって、社会的自立の一歩

目、人や社会とつながるきっかけとなるような支援メニューを創出することに取り

組みました。 

    まず、公的機関と連携した支援についてです。給食センター、図書館、そして児

童館から名称変更した子ども若者育成支援センターとの連携を開始いたしました。

それぞれ支援を開始し、実績が出てくる中で、さらなるつながりの輪を作って、利

用する子どもをステップアップさせていくことや、学校との連携方法を確立するこ

となど、今後の事業継続・展開のための課題を整理しているところでございます。 

    また、東京都教育委員会が提供するバーチャル・ラーニング・プラットフォーム

を活用したオンライン教育支援センター「はちっこるーむ」の試験運用をスタート

しており、バーチャルでの関わりの中で、学習機会や人とのつながる場を提供して

おります。 

    それぞれの取組状況、具体的な成果の事例については、こちらの資料を御覧いた

だければと思います。資料に掲載している５つの事例につきましては、どのケース

も不登校の度合いが深く、そもそも人に会うことや、専門的な相談・指導を受ける

ことがなかなかできなかった児童・生徒たちに該当します。 

    様々な不登校の背景がありながら、社会的な接点を見出せていない児童・生徒が

こうした事例のように、人や社会とつながる一歩を踏み出せるようになったきっか

けは、学校の教員やスクールソーシャルワーカーなど、不登校児童・生徒に関わり

を持つ大人が声をかけてつながるケースがほとんどでございます。このことから、

令和５年度の重点的な取組の方向性として、「“つなぐ”人材と仕組みの強化」にも

取り組んできたところでございます。 
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    学校外における不登校の子どもたちの教育機会として、フリースクール等民間施

設との情報共有の場を作りました。学校の教員とフリースクール等民間施設の方々

が、互いの考えや取組、現状を知ることで、支援のネットワークが広がることを期

待しております。参加者の今後に向けた期待や満足度は高く、令和６年度以降は年

２回の開催を計画しております。 

    登校支援の仕組みの強化として、各学校においては校務分掌上に登校支援コーデ

ィネーターを位置づけたことにより、自校の不登校の子どもたちの状況把握や、学

校内外の専門的な相談・指導につなぐ役割を明確化するとともに、支援の視点や方

法、必要となる知識を身につけていただくための研修の機会を設けました。 

    また、令和５年度は、スクールソーシャルワーカーを１１名から１５名に増員を

して、不登校の子どもを学校や学校外の専門機関や居場所につなぐ役割を強化させ

ました。さきに述べた公的機関と連携した支援の対象となるような、家庭への介入

も必要になるような深い層へのアプローチ、またバーチャル・ラーニング・プラッ

トフォームを活用した支援のメンターとしての関わり、フリースクール等連絡協議

会における調整役としての働きなど、スクールソーシャルワーカーの存在感が増し、

かかる期待もさらに大きくなった令和５年度であったと感じております。 

    このような取組を踏まえ、令和６年度に向けては、学校内外で専門的な相談・指

導を受けていない児童・生徒を３００人まで減らすために、教育支援センターの再

編検討、こちらに入ってまいります。また、校内別室指導のさらなる充実、学びの

多様化学校高尾山学園の支援のノウハウの共有、出席の取扱いに関するガイドライ

ンの周知に重点的に取り組んでまいりたいと考えております。 

    以上で、私からの報告を終わります。 

○安間教育長  只今、報告が終わりました。本件について、御質疑、御意見、御要望等

がございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。 

○伊東委員  御説明ありがとうございました。幾つかお伺いしたいと思います。校内別

室指導支援員の配置は５校となっていますが、その５校以外の学校については、別

室指導支援員に代わるような何か手だてがあるのかどうなのか、まず最初にお伺い

したいと思います。 

○山崎教育指導課指導主事  この配置校５校以外の学校におきましても、各学校の工夫
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により別室指導の場所を、本年度、提供している学校が多々出てきております。そ

のキーポイントとなるのは、やはり、そこにいてくれるスタッフの確保というとこ

ろでございまして、例えば、学校運営協議会と連携をして地域の方と参画していた

だきながら、別室指導の運営をしていると、そのようなケースもございます。そう

した様々な工夫がある取組を集約しながら、各学校で充実した別室指導の形ができ

るようにしていくことも、今後の我々の役割というように考えております。 

○伊東委員  ありがとうございました。今、学運協のお話が出ましたが、私は、学運協

のことを言いたかったのですけれども、今、実際に校内別室指導支援員の配置のな

い学校は、そういった工夫もされているということでしたので、ぜひ、不登校総合

対策「つながるプラン」の中に学校運営協議会の位置づけというものを、なんとい

いますかもう少し明確にできないものか、そして具体的に学校運営協議会で何がで

きるのかを、それぞれの事例等を基に分析をしていただいて、例えば、このような

ことなら可能である、こういったことについてはこのような学校では行なっている

など、事例紹介をしていって、色々な意味で５５２人から３００人までの数値目標

があるので、こういったことも学校運営協議会のほうにお話をしていくなどの情報

提供をしながら、それこそ総合的な対策の中に学運協を取り入れるというのは、本

市の強みではないかと思いますけれども、それについて御見解はいかがでしょうか。 

○山崎教育指導課指導主事  今の委員の御意見をしっかりと受け止めさせていただきま

して、この「つながるプラン」の中での学校運営協議会の位置づけ、これも明確化

して、学校運営協議会によるメンバーの方々が、どのようなことに取り組んでいけ

ば良いのかということが分かるように、事務局としても取り組んでまいりたいと思

います。関係所管と連携をしながら進めていくと思いますので、今の御意見を参考

にさせていただきたいと思います。 

○狩野統括指導主事  付け加えて、明日、学運協の情報連絡会がありますので、そちら

でも情報を発信していきたいと思っておりますが、「つながるプラン」の中で、つな

がる支援のイメージという図がありますが、そちらにも学校運営協議会の位置づけ

というのを明確にして、載せていけたらというようにも考えております。 

    以上でございます。 

○安間教育長  現状は、私が学校訪問をすると、ほとんどの校長先生が校長室に呼んで
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面倒を見ていますよね。十分にはできないでしょう、校長先生お忙しいですから。

でも、やっていただいているという現状も踏まえて、お話をしてみてください。 

    ほかにございましょうか。 

○柴田委員  １点教えていただきたいのですが、今、試験的に運用を開始しているバー

チャル・ラーニング・プラットフォームの現状について伺いたいのですけれども、

５５人の不登校の児童・生徒の方たちにアカウントを配付して、活用状況や実際の

運用状況についてはどのようになっているのでしょうか。 

    また、こういった児童・生徒がプラットフォームにオンラインで入っている間は、

メンターが必ずその時間帯はいるということでしょうか。これは毎日、子どもたち

の自由な時間に出入りできるのか、という運用の仕方についても教えてください。 

○山崎教育指導課指導主事  ＶＬＰ（バーチャル・ラーニング・プラットフォーム）の

運用状況の現状についてですが、このバーチャル・ラーニング・プラットフォーム

というバーチャル空間が、学習の機会や人とつながっていく場になるということを、

アカウントを配付した子たちが、実際に入ってみて分かったというところが今の現

在地でございまして、こちらを使ってどういった学習を実際に取り組めるのか、ま

た、東京都のほうでも様々なバーチャル空間を使ったイベント等を開催し出してお

りますので、そういったところとどのように活用できるのかということの実績は、

これから見えてくるものかと思っております。 

    しかし、スクールソーシャルワーカーのほうがメンターとなりまして、入ってみ

た感想や、保護者の受け止めなど、その辺りを確認はしておりますが、おおむねこ

のバーチャル・ラーニング・プラットフォームのような学習機会というのを非常に

期待していて、実現できていることがよかったということで、好意的な受け止めで

参加をし始めていただいているというのが現在地でございます。 

    また、メンターとして関わるということに関してなのですが、スクールソーシャ

ルワーカーが、現実的にはリアルな場で関わりを持ち、そしてアカウントを配付し

て、このような手順でバーチャル・ラーニング・プラットフォームを活用している

のだということの説明をしていくケースが、第一歩目という形になります。その後、

そのメンターとして関わるスクールソーシャルワーカーが、実際に関わりながら使

っていくケースもありますし、オンライン上でメンターとして会って、関わりを持
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つということも両方できるような形で考えております。 

    時間といたしましては、現在、８時から１８時までの時間帯を開室しておりまし

て、その時間帯は常時、東京都の配置しているオンライン支援員がそこに常駐をし

ているという形になっております。 

    以上です。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  今のＶＬＰ（バーチャル・ラーニング・プラットフォーム）については、

先日、東京都の英語教育担当部長さんと話す機会があって、島用にそのようなコン

テンツがあるそうなので、直接ここにもその部屋を作れと言っておきました。簡単

にできそうなので検討するという話がありましたから、どんどん中身の充実化が図

っていけたら良いと思います。ここまで半年間、一生懸命「つながるプラン」で八

王子市として続けてきたので、考えられる手を全てできたと自負しております。 

    先日、中核市の教育長会に行った時に文科省の方が、かなり大きい声で強調して

いたのが、「文科省が、学校には来なくて良いですよ、と言ったわけではない」とい

うことを相当強調されていました。そのようなメッセージとして伝わっているのが

心外であるというような言い方をしていたわけです。考えてみれば分かることで、

子どもたちにとって集団生活や社会生活を学ぶ場として学校というのはやはり、私

は行ったほうが良いのだろうと、そこで慣れたほうが良いのだろうと思います。何

もそこですごく難しい高校の入試を突破できるような学力をつけなければいけない

ということではなくて、いずれは社会の中で生活していくわけですから、そのため

の場として学校の、いわゆる特別活動の重要さというのを、私はこのコロナで確認

できたのではないかと思いますし、それがまた学校の役割でもありますからね。そ

ういった点を忘れてはいけないのだろうと思います。 

    一方で、このような話になってくると、子どもたちには聞きづらい話なのでしょ

うけれども、他の地域では、「本来は保護者の問題だ、保護者の責任だ」と極端なこ

とを言ったり、もしくは、「学校がつまらないから来ないのだ」と、学校のせいにし

たり、どうしてもこのような問題があると、ほかに責任を「誰々が何々をすべきだ」
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という議論が出てきますが、やはり私は、そればかりでは不毛だろうと思います。

そもそも、保護者だって、自分の子が朝、もう青ざめてぶるぶる震えているような

子を、親が我が子のおしりをたたいて、ムチ打って行かせることなんかできないと

いうのは、考えてみれば分かることで、一方で、「学校が楽しくないからだ」とおっ

しゃる方々もいるけれども、子どもたちが喜んで行くという競争をしたら、ディズ

ニーランドに学校は勝てるわけがない。そんなような点があるから、やはり我々も、

どんどんこのような選択肢を取って、そして社会とつながるということ。 

    給食センターの取組というのも、私が価値を一番置いているのは、そこで調理員

さんと交流ができていることです。中には、昨年の卒業生で、学校給食課が頑張っ

てくれて、完全に学校へは不登校だったのですが、調理員さんと仲よくなって、通

信制の高校に進学をして、そして、「いずれここで働きたい」と言ってくれたと。 

    そういった社会とのつながりを持つということが、やはり学校としての役割なの

だろうと改めて思いました。そのような意味で、この後の選択肢にもう１個残って

いるとするならば、ぜひ夜間学級への編入を制度化してもらいたい。今、既卒とい

いますか、年齢を超えた子どもたちというだけではなくても良いようになっている

わけですから、例えば小学校、もう高学年になったらずっと不登校になってしまっ

たという子が、第五中学校の夜間学級に最初から入学できるような対応、そういっ

た点についてはすぐできる話とも、色々クリアしなければいけない点はあるのかも

しれませんが、ぜひ、そういったような社会と人とのつながりを持たせるような手

だてを、これからも可能な限りやっていきたいと、私の決意表明のようになってし

まいましたけれども、私ではなくて皆様方の方向性ですよ。ぜひ、これからもこの

プラン、これで終わりにしないで、もっともっと今言った点を忘れずに。 

    バーチャル・ラーニング・プラットフォームでお勉強ができたのだから、それで

良しとするのではないのですよ。やはりバーチャル・ラーニング・プラットフォー

ムで、そこで誰かに、ほかのアバターに対して話しかけて会話をするなど、そちら

の機能のほうが大事なのだということを、ぜひ念頭に置いて忘れずに事業を進めて

いただければと思います。これは要望しておきます。 

    それでは、報告として伺わせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 
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○安間教育長  続いて、地域教育推進課から報告願います。 

○高橋地域教育推進課長  それでは、市立小・中学校における学校外プールの活用につ

いて、資料に基づきまして御報告申し上げます。 

    まず、１、趣旨でございます。令和３年度より３年間実施してまいりました学校

外プールを活用した水泳指導の試行結果、並びに今後の活用方針について、報告を

するものでございます。ここで、資料中に記載はございませんが、本取組に至る経

緯について、口頭で御説明申し上げます。 

    各学校に設置をしている学校プールのうち、約半数にわたる５３校が、既に設置

から４０年を超え、老朽化が進行しております。一方で、プールの利用期間は、年

間のうち、ごく一定期間に限られており最近の猛暑等気候条件によっては、さらに

利用期間が限定されます。 

    また、プール１校当たりの新築経費は、最近の実績で約２億３，０００万円とな

っており、費用対効果に課題がある点や、学校でのプール授業実施期間中の水質管

理や機器操作等の維持管理は教員が担っていることから、教員の負担についても課

題となっており、学校外プール施設の試行利用により、その効果を検証し、今後の

学校プールの在り方について検討を行うこととしたものでございます。 

    それでは、資料の２、内容を御覧ください。（１）学校外プール活用の試行につい

てです。こちらは、各年度における狙い及び実績になります。初年度となる令和３

年度は学校間連携、いわゆる共同利用及び公共施設の利用による実施でございます。 

    次に、令和４年度は、市内の公共及び民間施設の利用に加え、それぞれにインス

トラクターを配置いたしました。そして、今年度、令和５年度は、１か所の公共施

設において、複数の学校が利用する形態としました。それぞれの移動手段につきま

しては、近隣の場合は徒歩、それ以外は貸切バスを利用しております。 

    次に、資料次ページ、（２）活用の効果についてです。まず、学校間連携は、他の

学校のプールを共同利用するものです。自分の学校のプールを使用しないため、維

持管理等の負担や経費は軽減されますが、受け入れる側の学校との調整が必要にな

ります。また、天候等により中止となった場合、その後の授業の組替えや、バスの

配車の変更等も生じることから、費用及び教員の負担とともに課題が確認されたと

ころでございます。なお、こちらの移動の負担についてですが、徒歩等で移動し、
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利用校の体育館等を借用し着替えを行い、そのままプール指導を行うため、負担は

より大きいものとなります。これらのことから、学校間連携は、効果よりも課題の

ほうが大きいものと確認されました。 

    次に、公共施設並びに民間施設です。全て屋内温水プールのため、天候に左右さ

れず授業が実施できるほか、インストラクターの指導により、児童・生徒の泳力向

上、及び教員の負担軽減も確認できました。一方で、通年利用可能な施設でありな

がらも、最近の猛暑の影響等もあり、実施時期が通常のプールの授業実施期間であ

る６月、７月に集中してしまうという課題も生じております。また、こちらの移動

です。施設への移動時間及び移動距離について、おおむね３キロ程度から１２キロ

程度と、学校によって異なりますが、教育課程編成等の工夫により補っているとこ

ろでございます。 

    参考といたしまして、令和４年度民間施設利用校の教員アンケートも表でお示し

をしておりますが、効果や負担は同様の内容でございました。結果的に、公共施設

並びに民間施設の活用は、課題よりも効果のほうが高いことが確認されました。 

    これらの検証結果に基づきまして、令和６年度より学校外プール活用の本格実施

に向け、学校教育部の関係課長、市長部局の資産管理課長、小・中学校長で構成す

る学校プールの在り方検討会におきまして検討を進め、令和６年度以降における学

校外プールへの切替え基準、切替え対象校、学校外プールでの水泳指導の基本的な

考え方について決定をいたしました。 

    資料次ページ（３）を御覧ください。学校外プールへの切替え基準として、３つ

の基準を設定いたしました。 

    １つ目の基準は、児童・生徒数がおおむね１５０名以内の学校です。児童・生徒

数が少ない学校は、従来の自校実施による維持経費と比較してコスト削減効果が高

く、また教員の負担軽減効果も高いことから、基準として設定をいたしました。 

    ２つ目の基準は、児童・生徒数がおおむね３００名以内かつ施設の老朽化が顕著

で、１０年以内にプールの新設または大規模修繕が必要となる学校でございます。

人数が増えると、外部プール利用に伴う経費は増えるため、児童・生徒数が多い場

合は、短期的なコスト削減効果は見込みにくくなります。しかし、プールの新設や

大規模修繕にかかる費用を含めると長期的には費用対効果が高く、また児童・生徒
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の安全確保や教員負担軽減にもつながることから、基準として設定をしたものです。 

    ３つ目の基準は、その他学校規模によらず学校外プールへの切替えによるコスト

削減効果が相当程度高いと見込まれる学校です。基準１及び２に該当しない学校に

おいても、例えば民間プール施設と隣接しており、移動へ要する経費がかからない

など、コスト削減効果が見込めるケースもあることから、基準として設定をいたし

ました。 

    次に、（４）令和６年度の実施校についてです。先ほどの基準や各学校の状況等を

総合的に判断し、基準１に該当する３校、基準２に該当する５校に、建て替えによ

る暫定措置としての１校を加えた９校を対象として、表中の期間及び施設で実施を

いたします。 

    最後に、（５）今後のスケジュール等についてです。本報告の内容をまとめ、本日、

委員の皆様からの御意見等も反映いたしまして、本年３月に学校外プールの活用方

針として取りまとめ、公表するほか、保護者の皆様等にも周知を行っていくところ

でございます。また、令和７年度以降の実施校につきましては、毎年度、基準に照

らし、基準に合致した学校について、７月頃から調整に入りまして、実施校を決定

していくところでございます。 

    説明は以上です。 

○安間教育長  只今報告が終わりました。御質問または御要望、御意見等がございまし

たらお願いします。 

○伊東委員  考え方は良いのではないかと思っていますけれども、この資料の見せ方と

して、コストの問題が出ていますが、コストが削減されるというお話しがあるので

あれば、コストを示したほうが良いと思うのですね。実際にどのくらいのコストが

削減されるのかということが分からない中で、コストが削減されていると、ただ文

言上で言っているのは説得力がないと思います。実際にコストを示して、どのくら

いのお金が削減されるのかという見せ方にしたほうが良いのではないかと思います。 

○安間教育長  ありがとうございます。 

    ほかにございましょうか。 

○守屋委員  御説明ありがとうございます。今回、この９校ということで、昨年度まで

と比べると、切替え基準に対して大きく実施を、令和６年度にされることになるか
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と思うのですが、実際、八王子市のプールの老朽化を見ると、希望するところは、

実際、多かったりするのかどうかというところがまず１つ。 

    あと、各学校によっては、やはり調整する中で、なかなか難しいところもあるか

と思うのですが、１か月分の実施の学校と、５か月にわたっての、要は実施できそ

うな丸がついているのですが、この辺りは今までの授業数に比べて、大分減ってし

まうのか、今後はどのように実施をしていこうと考えているのか、方向性を教えて

いただければと思います。 

○鴨狩統括指導主事  これまで学校のプールを使っていた時数の事例としましては、こ

れは私のほうで全部の学校を調べたところ、最大で１２時間、水泳指導についての

計上をされていることが分かりました。また、学校のほうに聞いてみましたところ、

やはり近年の温暖化も含めて、非常に暑くて、水温は一定に保っているのですが、

やはりプールサイドは非常に熱く、子どもがプールサイドでやけどをしてしまった

り、あるいは大雨や雷があったりと、天候によって実施できない場合が多くあった

ので多めに取っているというようなお話も伺っております。 

    しかし、全天候型といいますか、室内ですと、やはり最低限の６時間や８時間と

いうように、天候に左右されませんので、これまで多く取っていた時間数について

は、計上しなくても大丈夫に、今なっているというところでございます。 

○高橋地域教育推進課長  実施時期が長期にわたっているという御質問ですが、こちら

は、施設によりまして使用できる時期が限られてしまうところがございます。例え

ば、民間施設のスポーツクラブですと、休業日に利用させていただくということも

ございますので、それぞれの施設によって事情が異なるというところ。また、学校

の行事等の関係から少し空いた時期も生じてしまうというところもございます。 

    以上です。 

○安間教育長  ほかにございますか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  この学校外プールの活用というのは、今、まだ使えているきれいな部分

があるのに、やろうという話ではないのですが、老朽化したところは、それを直す

よりも、という話ですから、徐々に徐々に広がっていく話なのだろうと思うので、
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ぜひ長期的に検討してください。 

    その際、２つほど夢物語みたいな話をさせてもらうと、民間の施設というのが、

なかなか使いづらかったり、非常に費用が高かったりするという話も聞いたので、

例えば今後、学校の統廃合などが決まった時に、その空いた土地を真っさらにして、

民間企業さんに「ただで貸してあげるから、自分で建ててやってと。その代わり小・

中学生だけは入れてね」、「あとは、自分達で自由に、受入れ活動をやってください」

と。我々のほうがその費用を払うというような、ウィン・ウィンになるようなこと

があったら、施設的には考えていただいて、いずれ全ての学校が老朽化するわけで

すから、その後、そのようなことはぜひ考えてもらいたいというのが１点。 

    となるのならば、バスも考えられないのかと。例えば西東京バスや大きいところ

でも良いですし、市内にある民間のバス会社でも良いですから、委託契約なり何な

りをして、子どもたちが通う。一定の金額で年間契約をして行う。場合によっては、

かつてありましたよね。八王子市もバスを持っていましたよね。そのようなことが

あっても良いのではないのかと。 

    バスを持った際は、将来の統廃合で、もし地域がかなり遠くなってしまって、バ

スで送迎をしなければいけないような学校ができた時に、そのバスを活用する。さ

らには、今、学務課が遠足などのバス代補助を出していますよね、その代わりに、

そのバスをフル活動すると、そういうような考え方。 

    先ほど伊東委員の話でもあったけれども、トータルで１回シミュレーションして、

このように使って、こうやっていくと、これぐらいの費用でと、もちろん目的は子

どもたちの教育の質の確保ですからね。水泳指導もインストラクターが入ることに

よって、これまで水泳の苦手な教員が指導しなければいけなかったことを、クリア

したと、そのようなケースもあるわけですから、それを忘れずに、全体の将来的な

費用対効果の計算を、どこかで１回してもらえれば、すぐに来年からという話では

ないですからね。ぜひ、見通しとして計画を立てておいて、また、この教育委員会

定例会で、１０年後、２０年後の話になるかもしれませんが、このような方向で考

えていますというようなことが提案できるように準備をしてください。 

    それでは、報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 
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○安間教育長  続いて、学習支援課から報告願います。 

○松井学習支援課長  それでは、令和５年度青少年海外交流事業の実施結果について、

御報告いたします。 

    本事業は、海外交流に意欲があり、将来に活かす意思のある市内の中学生を海外

に派遣し、海外の文化との交流や体験を通して、豊かな国際的視野、感覚を身につ

けるといった狙いがあります。この２年間は、コロナ禍の影響によりオンラインで

の交流でしたが、今回は現地派遣が実現したものです。 

    詳細については、西野主査より御報告いたします。 

○西野学習支援課主査  それでは、令和５年度青少年海外交流事業の実施結果について

報告をいたします。資料を御覧ください。なお、派遣当日の様子につきましては、

動画と併せて御報告いたします。 

    初めに、趣旨でございます。市内在住の中学生を海外友好交流都市である台湾高

雄市に派遣し、現地の中学生と交流を図ったものでございます。 

    続いて、内容でございます。まず、派遣日程ですが、令和５年１２月２６日火曜

日から２９日金曜日までの３泊４日。派遣先は、台湾の高雄市でございます。 

    派遣団員については、広報はちおうじ及び市のホームページで公募した中学生が

１６名、引率者が生涯学習スポーツ部長をはじめ事務局４名、指導主事１名、英語

科教諭２名の合計２３名です。 

    続きまして、派遣までの経過ですが、英語やプレゼンテーション研修を５回、実

施しました。また、第５回の研修では、オンラインで台湾の生徒と顔合わせを行い、

自己紹介や質疑応答など、派遣前に交流を深めました。 

    研修以外では、１１月４日の日本遺産フェスティバルで、日本語と英語でプレゼ

ンテーションを行い、１２月１７日には派遣団の結団式を実施しました。 

    ２ページ目は、研修等の写真になります。 

    続きまして、派遣当日ですが、３ページ目が主な交流内容になります。交流の内

容につきましては、動画に沿って御説明いたします。 

    １２月２７日は、高雄市内の公共施設や史跡を訪問し、高雄市の歴史や文化を学

びました。高雄市立図書館総館では、職員に日本語でガイドを受けながら、館全体

を見学しました。 
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    １２月２８日の右昌中学校での交流ですが、最初に第５回研修で顔合わせした生

徒たちがボードを持って出迎えてくれました。歓迎セレモニーでは、龍神パフォー

マンスの披露後、全員で龍神パフォーマンスを体験しました。 

    午前中は、舞台芸術の授業を受けました。生徒同士が特殊なロウを使い、手の甲

に傷の特殊メイクを施すものです。これは特殊メイクを学ぶだけでなく、人の体や

心を傷つけてはいけないといった意味もあるとのことでした。その後は、複数のク

ラスに分かれて音楽や料理講習、工作などの授業を受けました。 

    午後は、右昌中学校の周辺の寺院や屋台、古民家などを右昌中学校の生徒が英語

で紹介してくれました。 

    閉幕式では、八王子市の生徒が八王子の日本遺産、日本文化、現代の中学生の３

つのグループに分かれ、英語でプレゼンテーションを発表しました。発表後は、そ

れぞれ記念品の交換をして、交流は終了しました。 

    今、手を振っている方は、黃永璋右昌中学校長です。交流の様子は、現地のメデ

ィアでも報道されました。 

    ４ページの写真が、動画内の１コマとなっております。 

    帰国後に実施したアンケートでは、参加した生徒から、「英語力を高められた、自

分が分からない英語を教えてもらうことで、たくさんの英語の単語を知れた」とい

った意見や「国際的な視点を持って物事を考えられるようになった、他国の情勢に

前よりもさらに興味を持てるようになった」といった意見がございました。 

    報告は、以上でございます。 

○安間教育長  報告が終わりました。御質疑、御意見、御要望等がございましたらお伺

いいたします。いかがでしょうか。 

○保坂委員  御報告ありがとうございました。高雄市や台湾というのが国際的にどのよ

うな地位にあるか、国でなくて地域というような判断されているかと思うのですが、

その辺がとても難しいところがあって、高雄市を前もって勉強する時、調べる時に、

どのように対応しているのか、あるいは、その辺は全く触れずにいるのか。海外と

の交流や海外に視点を広げるという時には、どれが正しいということではないので

すが、現在、台湾はどのような地位にあって、どのような立場で、どのような問題

があるのかということを学ぶことは、難しいけれども大変大切なことではないかと
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思うのですが、この辺はどのように対応されているのか、分かったら教えていただ

きたいと思います。 

○松井学習支援課長  今回の海外交流に当たりましては、事前研修を半年にわたって行

っております。その中で、基本は英語のプレゼンテーションなどを中心に、またグ

ループワークになりますので、派遣団員のチームワークの形成といった研修を重ね

てきました。また、その中で当然、海外友好交流都市である高雄市についても、各

生徒に色々と学んでいただき、また自宅でも色々とインターネット等で調べていた

だき、勉強していただきました。 

    また、結団式の際には、ＮＰＯの台湾友好交流協会の黒須理事長から、台湾と八

王子の関係について講演をいただいて、そういったところからも含めて台湾につい

て学んできたところでございます。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

○伊東委員  ありがとうございました。大変良い企画だと思うのですが、コロナがこの

ような状況になってきて、今、海外に子どもたちがまた目を向けて、留学など、そ

ういった機運が醸成され、コロナの前のような形に戻ることを切に願っているとこ

ろなのですけれども、コロナの前の状況を少し振り返りますと、東京都の自治体に

よっては、小学生の海外派遣を行っているところがいくつかあって、やはり小学校

の段階からこのような形でどこかに派遣したり、中学校もというような形で、小・

中で行なっているのですが、これは非常に子どもたちにとって良い啓発の機会にな

ると、教育効果も非常に高いことが考えられるので、今後はもう少しこの人員を広

げていくようなお考えはないのかどうか、お伺いをさせていただきたいと思います。 

○松井学習支援課長  本事業につきまして、以前は、中学生のスポーツ交流というもの

を行っておりました。その時には、中体連のほうと協力して、スポーツの選抜メン

バーを海外に送って、競技で交流を行ってきました。この事業を令和２年度に英語

による文化交流という事業に見直して、派遣団員も公募形式ということで、自ら中

学生に手を挙げていただくという形に変えたところです。令和２年度に変えたので

すが、コロナ禍ということで行けなかったところでの、結果的には事業見直し後、

今回が初めての派遣ですので、今回の事業の効果検証する中で、今後の事業につい

て検討してまいりたいと考えています。 
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○安間教育長  よろしゅうございましょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告として承らせていただきたいのですけれども、１点だけ

検討してもらいたいことがあって、２６日から２９日まで行っていますが、これは

高雄市への直行便はないのでしょうか。勝手な話ですが、これ、もったいないので、

もっと便数の多い台北辺りに着いて、それで、この２日間も有効活用できるような

プランを考えてもらえないかと。そうすると高雄との交流という話ではなくなって

しまうかもしれないですが、せっかく子どもたちを連れて行けるのだったら、ぜひ、

時間のロスがなるべくないようにね。４日間のうち２日間が飛行機ですという話で

すよね。やはり、子どもたちのせっかくの機会ですから、もっと便数の多い台北辺

りを経由して行くなど、何かその辺りを考えてみてください。これ、旅行会社に頼

んでいるのですよね。「もっと効率的なものはないのか」と、そのようなリクエスト

をして、ぜひ検討をしていただければと思います。 

    それでは、報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  引き続き、学習支援課から報告願います。 

○松井学習支援課長  それでは、続きまして令和６年二十歳を祝う会の実施結果につき

まして、御報告いたします。詳細は、高木主査より御報告いたします。 

○高木学習支援課主査  それでは、令和６年の八王子市二十歳を祝う会の実施結果につ

いて、御報告いたします。 

    当日は、教育委員の皆様、御出席ありがとうございます。 

    今回の二十歳を祝う会につきましては、前回からあらかじめ収録した映像を会場

のスクリーンに投影する方式から、今回は開催方式を見直しまして、４年ぶりに対

面で登壇して行う方式に変更いたしました。 

    それでは、資料に沿って御説明をいたします。（２）になります。日時につきまし

ては、令和６年１月８日、成人の日でございます。２回に分けて、第１回が１０時

から１１時、１時間半のインターバルを置きまして、第２回が１２時半から１３時

３０分となります。あわせてＹｏｕＴｕｂｅでも配信をしております。 

    続いて、会場でございます。八王子駅南口のＪ：ＣＯＭホール八王子でございま



 ３６

す。 

    内容につきましては、実行委員による開会の辞に始まりまして、国歌・市歌の斉

唱。これは平均年齢８５歳からのメンバー構成になります、シニアダンディーズの

方にお願いをしております。続いて、主催者の式辞、来賓の祝辞、ビデオメッセー

ジ、アトラクションの歌唱パフォーマンス、和太鼓パフォーマンスになります。 

    最後に、閉会の辞で終わりとなりました。第１回目、第２回目とも内容は共通と

なります。 

    次のページになります。参加者数になります。全体で７，２５６名が対象になる

中で、３，４９９名の出席がございました。例年と同じ出席率でございます。 

    続いて（３）実施体制でございます。実行委員５名で、このうち ２ 名 が二 十歳

を迎えた方で、スローガンやプログラム作成を行ったほか、当日は司会進行等を行

いました。 

    最後になります。当日の様子の写真を掲載してございます。 

    説明は、以上となります。 

○安間教育長  只今、報告が終わりました。本件について、御質疑、御意見、御要望等

はございますか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  私も、１回目、２回目と登壇しましたけれども、最近の若者は本当に礼

儀正しいといいますか、昔のようなこともなく、本当に久々の再会を喜ぶような良

い会だったと、そのように思っておりますので、申し添えておきます。 

    それでは、報告として承らせていただきたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続きまして、文化財課から報告願います。 

○叶文化財課長  それでは、「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」の実施状況につきま

して、御報告申し上げます。お手元の資料を御覧ください。 

    ２の内容、東京都のプロジェクトについてでございます。東京都は、コロナ禍に

あって生活に様々な制約を受けている子どもたちを笑顔にすることを目的に、令和

４年度に「子どもを笑顔にするプロジェクト」を実施しております。そのプロジェ
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クトを踏まえ、令和５年度につきましても、引き続き多様な体験活動の機会を提供

しているところでございます。 

    実施に当たりましては、資料イの（ア）（イ）のような積極性や他者理解といった

ような項目を新たに加えて実施することとしております。 

    資料をおめくりください。 

    東京都のプロジェクトを受けての、本市のプロジェクトについてでございます。

（２）になります。令和４年度に続きまして、日本遺産をテーマに本市独自のプロ

グラムを企画し、実施することといたしました。 

    また、中学校校長会の校長先生に御意見を求めたところ、「学校の創意工夫で実施

できるような、そのような枠は残してほしい」という御要望をいただきましたので、

「地域の人材・資源活用枠」を設けまして、自校プログラムでの実施も可能とした

ところでございます。 

    実施体制につきましては、教育指導課と文化財課でそれぞれの役割分担の下、連

携協力し合いながら、学校のフォローに努めて実施しているところでございます。 

    ３の実施状況の報告です。別紙のプログラム一覧を御覧ください。今回は、１０

の日本遺産のプログラムに、地域人材・資源活用枠を加えた１１のプログラムで実

施しております。特徴としては、Ｎｏ．３「八王子車人形について学ぼう」は、昨

年の２１校から３４校と回数を増やしております。西川古柳座様に御協力をいただ

きまして、第１希望で選んでいる学校は、数校は叶わなかったのですが、ほぼ全て

の学校で第１希望の車人形を観覧していただくことができる見込みです。Ｎｏ．４

「八王子芸妓について学ぼう」では、昨年の６校から１２校と倍増しております。

本日の午前中にも、中野北小学校の学校公開において、全学年と特別支援学級の生

徒さんの参加の下、実施をしてきたところです。Ｎｏ．１１の「地域人材・資源活

用枠」につきましては、１８校の学校で地域を本拠に置く劇団の公演や地域の方々

を活用した形で実施をしていらっしゃいます。 

    資料にお戻りください。 

    ４の今後の展開でございます。この後、３月末日までに４３校を実施し、全１０

７校で実施の見込みです。一過性のイベントに終わることなく、今後も出前講座な

どのリクエストに応じながら、様々な機会を通じて学びの機会を提供していきたい
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と考えております。 

    報告は、以上です。 

○安間教育長  只今報告が終わりました。本件について、御質疑、御意見、御要望等は

ございますか。 

○保坂委員  この「八王子市版笑顔と学びの体験活動プロジェクト」以外に東京都が用

意する活動プログラムには、八王子市の学校や子どもたちは参加しないということ

でしょうか。 

○叶文化財課長  これは１校につき１個のプログラムしか選べませんので、本市では、

本市独自のプログラムもしくは学校独自の自校プログラムで実施するということに

なっております。 

○安間教育長  ほかにございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  これ、東京都のほうに働きかけて、ぜひ継続のほうをお願いしたい。確

認ですが、自校独自のといっても、郷土学習に関する中身ですよね。 

○叶文化財課長  郷土学習に関するものが中心になっております。 

○安間教育長  はい。ありがとうございます。 

    それでは、報告として承らせていただきます。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  以上で、公開審議は終わりますが、委員の方から何かございましょうか。 

    よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、ここから非公開となりますので、傍聴の方々、恐縮ではござ

いますが、御退席をお願いしたいと思います。 

【午後３時５０分休憩】 

  


